
［成果情報名］イチゴ炭疽病の発病菌密度と定植直前の葉かき処理による発病助長 

［要約］土壌中のイチゴ炭疽病菌の菌密度と発病の関係において、「かおり野」は菌密度

103個/mLで発病し、「章姫」は 10 個/mLで発病する。炭疽病菌に汚染された本圃

に章姫を定植する場合は、定植直前の葉かきを避けることで発病を抑制できる。 
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［背景・ねらい］ 

イチゴ炭疽病は、育苗期だけでなく本圃定植後も、萎凋・枯死などの発病が見られる

場合もあることから、育苗期と本圃期のそれぞれの防除対策を講じる必要がある。そこ

で、三重県の代表品種である「かおり野」および「章姫」の炭疽病に対する感受性を調

査するとともに、定植直前の葉かきや根傷みが炭疽病の発病を助長するか否かについて

検証した。  
 

［成果の内容・特徴］ 

１．イチゴ炭疽病菌汚染土壌において、「かおり野」は土壌中の炭疽病菌密度 103

個/mLで発病し、「章姫」は 10 個/mLで発病する（図１）。 

 

２．定植直前の葉かき処理により炭疽病の発病が助長される（図２）。一方、根傷みが炭

疽病発病に及ぼす影響は少ない。  
 

３．以上のことから、炭疽病菌に汚染された圃場では、品種を「かおり野」に選定

することや定植直前に葉かきを行わないことが、炭疽病の防除につながる。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．土壌中の炭疽病菌密度の把握は、現行法では検出感度が低く改良が必要である。  
 
２．罹病株からの病原菌の飛散に起因する炭疽病に対しては、株元灌水といった耕種的防

除法や薬剤散布等の化学的防除法を併用する。 
 
３．炭疽病の感染を助長しない葉かき後の定植までの経過日数や定植直前の葉かきと薬剤

の併用による防除効果については未確認のため、今後、明らかにすべき課題である。  
 
 
 




